
Title 福沢諭吉関係新資料紹介(福沢諭吉書簡)
Sub Title Letters and memorandum by Yukichi Fukuzawa: latest findings
Author 福沢研究センター(Fukuzawa kenkyu senta)

Publisher 慶應義塾福沢研究センター
Publication

year
2009

Jtitle 近代日本研究 (Bulletin of modern Japanese
studies). Vol.26, (2009. ) ,p.211- 225 

JaLC DOI
Abstract
Notes 資料紹介
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10005325-20090000-0211

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


近
代
日
本
研
究
第
二
十
六
巻

(

二
〇
〇
九
年)

資
料
紹
介

福
沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介(

福
沢
諭
吉
書
簡)福

沢
研
究
セ
ン
タ
ー

『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

(

岩
波
書
店

平
成
十
三
〜
十
五
年

以
下

『

書
簡
集』

と
略
す)

未
掲
載
で
、『

近
代
日
本
研
究』

第

二
十
四
巻
刊
行
以
降
見
出
さ
れ
た
書
簡
を
載
録
す
る
。
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て

『

書
簡
集』

の
形
式
に
従
っ
た
。

主
な
原
則
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は

『

書
簡
集』

第
一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
書
簡
番
号
は

『

書

簡
集』

の
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。

凡
例

一
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
の
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
は
、
原
文
の
字
体
を
残
し
た
場
合
も
あ

る
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
文
字
は
、
か
た
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仮
名
字
体
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
が
、
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
次
の
文
字
は
、
原
文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄

せ
で
印
刷
し
た
。
は

(�)
、
て

(�)
、
え

(�)
原
文
が
確
認
で
き
な
い
書
簡
の
場
合
も
、
漢
字
の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る

｢

者｣
｢

而｣
｢

江｣

が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。

五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い�(
よ
り)

、�
(

し
め)

は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い

は
ト
キ
、�
は
ト
モ
、

�
は
こ
と
と
表
記
し
た
。

七
、
原
文
で
は
句
読
点
は
ほ
と
ん
ど
打
た
れ
て
い
な
い
が
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
こ
れ
を
補
っ
た
。

八
、
発
信
年
月
日
が
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、｢

カ｣

を
付
し
た
。

九
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。

十
、
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
っ
た
。
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二
五
九
六

慶
應
義
塾
出
版
社

明
治
十
四
年
十
二
月
三
日

記

一
時
事
小
言

壱
部

右
此
者
へ
御
附
与
可
被
下
候
。

十
二
月
三
日

福

沢

諭

吉

出
板
局

御
中

【
訪
ね
た
者
に

『

時
事
小
言』

を
一
冊
与
え
る
よ
う
に
依
頼
す
る
】

○
慶
應
義
塾
出
版
社
は
、
明
治
二

(

一
八
六
九)

年
十
一
月
に
福
沢
屋
諭
吉
の
名
で
書
物
問
屋
組
合
に
加
入
し
出
版
事
業
を
行
っ
て
い
た
福
沢
諭

吉
が
、
五
年
八
月
ご
ろ
に
立
ち
上
げ
た
出
版
社
。
当
初
は
慶
應
義
塾
出
版
局
の
名
称
で
、
七
年
に
慶
應
義
塾
出
版
社
と
改
称
し
、
株
券
を
発
行
す

る
合
資
組
織
と
な
っ
た
。
○

『

時
事
小
言』

の
出
版
年
と
、
次
に
掲
げ
る
飯
田
三
治
宛
書
簡
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
た
経
緯
か
ら
、
発
信
年
を

明
治
十
四
年
と
推
定
し
た
。

二
五
九
七

飯
田
三
治

明
治
十
四
年
月
未
詳
三
日

時
事
小
言
無
表
紙
之
方
、
却�
宜
布
入
用
御
座
候
ニ
付
、
十
部
無
表
紙
仮
綴
ニ�
御
遣
し
被
下
度
奉
願
候
。
以
上
。

三
日

福

沢

飯
田
様

福沢諭吉関係新資料紹介

213



【
無
表
紙
仮
綴
の

『

時
事
小
言』

十
部
を
届
け
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
す
る
】

○
｢

飯
田｣

は
飯
田
三
治
。
中
津
出
身
で
福
沢
の
遠
縁
に
あ
た
る
。
明
治
四

(

一
八
七
一)

年
十
二
月
慶
應
義
塾
入
学
。
福
沢
家
で
書
生
と
し
て

働
い
て
い
た
。
一
時
期
中
津
に
戻
っ
て
い
た
が
、
国
会
開
設
請
願
運
動
を
機
に
上
京
し
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
に
は
再
び
福

沢
家
に
寄
宿
し
て
働
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『

書
簡
集』

第
四
巻
ひ
と
２
。
○

『

時
事
小
言』

の
出
版
年
か
ら
、
明
治
十
四
年
の
発
信
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

二
五
九
八

金
場
小
平
次

明
治
二
十
年
三
月
二
十
二
日

春
喧
之
時
節
、
益
御
清
寧
奉
賀
候
。
陳
ハ
謹
次
義
兼�
拙
宅
ヘ
寄
留
致
居
候
処
、
此
ほ
と
勢
州
四
日
市
之
商
人
ニ�
水
谷
孫
右
衛

門
と
申
者
有
之
。
兼�
迂
生
と
懇
意
之
間
柄
、
或
る
日
不
図
謹
次
之
事
を
話
し
出
し
、
都
合
次
第
ニ�
水
谷
家
之
養
子
ニ
貰
受
度

旨
申
聞
候
ニ
付
、
夫
れ
ハ
至
極
之
事
な
れ
と
も
、
親
元�
相
談
も
不
致�
ハ
不
叶
云
々
と
答
ヘ
、
又
水
谷
之
方
ニ�
も
容
易
ニ
決

断
可
致
義
ニ
も
無
之
、
相
互
ニ
様
子
見
合
ひ
し
為
メ
、
暫
く
府
下
小
網
町
下
里

シ
モ
サ
ト(

是
も
勢
州
之
米
商
、
水
谷
氏
懇
意
之
家
な
り)

之
家
へ
参
り
居
候
処
、
両
三
日
前
水
谷
氏
拙
宅
へ
参
り
、
養
子
ニ
致
ス
ニ
付��
少
々
学
問
之
執
行
為
致
度
、
就��
其
学
資
金
と

て
金
五
十
円
拙
宅
へ
預
ケ
候
。
以
上
之
次
第
い
ま
だ
養
子
之
談
判
を
取
極
候
訳
け
ニ�
無
之
候
得
共
、
先
方
今
日
之
処
ハ
先
ツ
貰

ひ
受
け
度
様
子
ニ
有
之
候
。
就��
貴
家
之
思
召
ハ
如
何
。
養
子
と
申�
も
先
方
之
養
父
ニ
別
段
之
考
あ
る
ニ
も
あ
ら
ず
、
唯
商

人
ニ
仕
立
度
と
申
ま
で
な
り
。
且
水
谷
之
家
ハ
近
来
水
油
製
造
等
ニ�
随
分
手
広
ニ
仕
事
致
し
居
り
、
四
日
市
ニ��
屈
指
之
商

人
好
き
先
き
柄
ト
迂
生
ハ
存
居
候
。
何
卒
御
相
談
之
上
御
決
断
被
下
度
、
い
よ�
左
様
相
成
候
上
ハ
、
何
も
御
心
配
ニ
及
不
申
、

拙
宅
ニ�
宜
敷
様
取
斗
可
申
存
候
。
畢
竟
謹
次
之
性
質
愚
か
な
ら
さ
る
所
を
見
抜
か
れ
て
右
之
次
第
、
事
之
誠

[

マ
マ]

否
扨
置
御
満
足
之

御
事
奉
察
候
。
右
要
用
而
已
申
上
度
、
早
々
御
報
奉
待
候
。
以
上
。
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三
月
廿
二
日

諭

吉

金
場
小
平
次
様

尚
以
本
文
水
谷
之
方
ハ
、
今
日
い
よ�
決
し
た
る
義
ニ�
無
之
、
孫
右
衛
門
氏
も
過
日
来
在
京
之
処
一
度
ひ
四
日
市
へ
帰
り
、

又
五
月
頃
ニ�
出
京
と
申
事
ニ
候
間
、
貴
家
之
思
召
ハ
早
々
御
返
事
可
被
下
候
。
以
上
。

【
金
場
小
平
次
の
子
謹
次
と
伊
勢
四
日
市
の
商
人
水
谷
孫
右
衛
門
と
の
養
子
縁
組
を
仲
介
す
る】

[

封
筒
表]

摂
州
兵
庫
西
出
町

金
場
小
平
次
様

親
展

[

封
筒
裏]

封

東
京
三
田

福
沢
諭
吉
出

○
金
場
小
平
次
は
、
神
戸
の
廻
船
問
屋
。
中
津
藩
と
関
係
が
深
か
っ
た
商
人
で
、
明
治
四

(

一
八
七
一)

年
の
藩
の
商
法
局
の
書
類
に
は
、
藩
内

産
物
の
売
り
捌
き
や
交
易
の
際
、
資
金
欠
乏
の
折
に
は

｢

馬
関
徳
永
安
兵
衛
、
兵
庫
金
場
小
平
治マ
マ

方
よ
り
為
替
金
の
借
入
又
は
中
津
蔵
米
切
手
を

抵
当
と
し
て
借
入
れ
を
為
せ
り｣
と
あ
る
。
三
木
作
次
郎
編
纂
発
行

『

旧
中
津
藩
士
族
死
亡
弔
慰
資
金
要
覧』

。
西
沢
直
子

｢

奥
平
家
の
資
産
運

用
と
福
沢
諭
吉｣

『

近
代
日
本
研
究』
第
11
巻

(

慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
四
年)

。
○

｢

謹
次｣

は
、｢

水
谷
謹
治｣

名
で
慶
應

義
塾
入
社
帳
に
記
載
が
あ
る
。
明
治
二
十
年
五
月
四
日
の
入
学
で
、
生
ま
れ
は
三
年
三
月
。
三
重
県
伊
勢
国
桑
名
郡
四
日
市
蔵
町
平
民
孫
右
衛
門

長
男
と
あ
り
、
保
証
人
は
福
沢
諭
吉
で
あ
る
。『
慶
應
義
塾
入
社
帳』

(

復
刻
版
、
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年)

第
三
巻
三
六
八
頁
。
○

｢

下
里｣

は
下
里
貞
吉
。
三
重
県
桑
名
の
素
封
家
で
、
次
男
勘
右
衛
門
、
三
男
栄
之
助
が
と
も
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
て
い
る
。
書
簡
一
○
四
○(『

書
簡
集』

第
五
巻
所
収)

参
照
。
○
発
信
年
は
封
筒
の
発
受
信
印
お
よ
び
謹
次
の
慶
應
義
塾
入
学
時
期
か
ら
、
明
治
二
十
年
と
考
え
ら
れ
る
。

二
五
九
九

福
沢
桃
介

明
治
二
十
四
年
五
月
六
日

唯
今
新
一
帰
来
、
御
手
紙
拝
見
留
守
宅
様
子
承
候
。
此
方
一
同
無
事
。
お
し
ゅ
ん
も
至
極
宜
し
く
、
毎
日
度
々
入
浴
候
。
別
し
て

快
よ
し
と
申
居
候
。
天
気
さ
へ
好
け
れ
バ
、
少
し
ツ
ヽ
運
動
も
致
居
候
間
、
御
安
心
被
下
度
、
お
祖
母
様
へ
宜
敷
御
申
上
け
可
被

下
候
。

福沢諭吉関係新資料紹介
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住
居
を
取
崩
し
、
元
ト
今
泉
之
処
の
古
材
を
広
尾
之
方
へ
用
る
ハ
勿
論
之
事
な
り
。
可
相
成
丈
け
古
き
も
の
ニ�
間
を
合
せ
、
新

ニ
材
木
を
買
は
ぬ
や
う
大
工
へ
御
申
聞
可
被
下
候
。

樫
の
木
を
売
る
よ
り
も
薪
ニ
致
す
や
う
万
蔵
之
立
案
甚
妙
な
り
。
都
て
万
蔵
ヘ
一
任
し
て
可
然
。

万
蔵�
手
紙
参
り
、
池
之
浚
方
も
近�
取
掛
り
候
よ
し
。
右
ハ
同
人�
も
申
聞
示
候
通
、
植
木
や
之
常
次
郎
へ
申
付
け
、
請
負
な

ら
で
常
用
ニ
致
候
義
ニ
付
、
万
蔵
が
都
て
監
督
致
し
、
毎
日
何
人
之
人
足
参
り
て
何
事
を
致
し
た
る
や
と
常
次
郎�
帳
面
を
出
し

て
、
万
蔵
之
検
閲
を
経
る
や
う
ニ
致
し
、
常
も
大
儲
を
せ
ぬ
代
り
ニ
請
負
ニ
損
を
せ
ざ
る
や
う
、
真
之
出
入
之
者
の
働
く
処
に
し

て
永
久
之
利
を
失
は
ざ
る
方
可
然
。
其
意
味
を
以
て
池
浚
ニ
限
ら
ず
、
広
尾
庭
園
一
切
之
仕
事
を
申
付
る
積
り
な
り
。

軍
艦
比
叡
金
剛
歓
迎
会
と
か
申
し
て
義
捐
之
事
を
申
参
候
。
右
ハ
唯
御
多
分
ニ
洩
れ
ざ
る
の
み
。
一
太
郎
へ
相
談
又
交
詢
社
之
人
々

へ
謀
り
て
、
出
す
金
な
ら
バ
出
し
て
や
る
べ
し
。
但
し
其
高
ハ
外
々
の
振
合
も
可
有
之
存
候
。

右
御
返
詞
ま
で
要
用
而
已
。
匆
々
如
此
御
座
候
也
。
不
一

五
月
六
日

午
前
十
一
時
前

湯
本
福
住

諭

吉

桃
介
様

【
三
女
俊
の
療
養
の
様
子
を
告
げ
、
本
宅
や
広
尾
別
邸
の
改
築
や
庭
園
整
備
の
算
段
、
軍
艦
比
叡
金
剛
歓
迎
会
義
捐
金
拠
出
に
つ
い
て
述
べ
る
】

○

｢

桃
介｣

は
福
沢
桃
介
。
福
沢
次
女
ふ
さ

(

房)

の
夫
で
、
養
子
縁
組
を
し
た
。
明
治
元

(

一
八
六
八)

年
武
蔵
国
横
見
郡
荒
子
村

(

現
埼
玉

県
比
企
郡
吉
見
町)

の
岩
崎
紀
一
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
十
五
年
十
月
慶
應
義
塾
に
入
学
。
ア
メ
リ
カ
留
学
後
結
婚
、
北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
、

王
子
製
紙
会
社
な
ど
に
勤
務
、
日
露
戦
争
前
後
に
株
式
投
資
に
よ
り
富
を
築
き
、
の
ち
に
は
多
く
の
電
力
会
社
の
社
長
を
務
め
、
特
に
大
同
電
力

の
社
長
と
し
て
積
極
的
に
木
曽
川
水
系
の
電
源
開
発
を
進
め
た
。
昭
和
十
三

(
一
九
三
八)

年
歿
。『

書
簡
集』

第
六
巻
ひ
と
14
参
照
。
○

｢

お

し
ゆ
ん｣

は
福
沢
の
三
女
俊
で
、
こ
の
年
三
月
帝
国
大
学
医
科
大
学
附
属
病
院
で
浜
田
玄
達
に
よ
る
卵
巣�
腫
摘
出
の
大
手
術
を
受
け
た
。
書
簡

一
五
八
九(『

書
簡
集』

第
七
巻)

参
照
。
○

｢

お
祖
母
様｣

は
福
沢
の
妻
き
ん

(

錦)
の
母
は
ま
。
○

｢

今
泉｣

は
福
沢
の
妻
錦
の
姉
た
う
。
○
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｢

広
尾｣

は
明
治
十
二
年
か
ら
別
邸
と
し
て
使
っ
て
い
た
土
地
。
通
称

｢

狸
蕎
麦｣

と
も
呼
ば
れ
、
現
在
で
い
え
ば
東
京
都
港
区
白
金
五
丁
目
と

恵
比
寿
二
丁
目
あ
た
り
に
な
る
。
○

｢

万
蔵｣

は
高
仲
熊
蔵
。
長
く
福
沢
家
に
勤
め
、
万
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
中
村
仙
一
郎
著
中
村
文
夫
編

『
聞
き
書
き
・
福
沢
諭
吉
の
思
い
出
―
長
女
・
里
が
語
っ
た
、
父
の
一
面
―』

(

近
代
文
芸
社
、
二
〇
〇
六
年)

。
○

｢

常
次
郎｣

は
姓
未
詳
。
出

入
り
の
植
木
屋
で
こ
の
年
の
一
月
に
コ
レ
ラ
で
妻
を
失
っ
て
い
る

(

書
簡
番
号
一
五
七
四)

。
○

｢

軍
艦
比
叡
金
剛
歓
迎
会｣

は
前
年
に
遭
難
し
た
ト

ル
コ
船
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
号
の
生
存
者
を
ト
ル
コ
に
送
り
届
け
た
二
軍
艦
の
帰
還
を
歓
迎
す
る
会
。
○
発
信
年
は
俊
の
病
気
や
軍
艦
比
叡
金
剛
歓
迎

会
か
ら
、
明
治
二
十
四
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
六
○
○

今
岡
義
一
郎

明
治
三
十
一
年
二
月
十
七
日

【
学
事
の
維
持
拡
張
に
用
い
る
慶
應
義
塾
基
本
金
募
集
に
際
し
、
各
地
方
に
お
け
る
維
持
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
、
尽
力
を
依
頼
す
る
。『

書
簡

集』

第
九
巻
所
収
書
簡
二
二
三
一

と
ほ
ぼ
同
文
に
つ
き
本
文
省
略
】

[

封
筒
表]

島
根
県
松
江
市

今
岡
義
一
郎
殿

親
展

[

封
筒
裏]

緘

[

印]

東
京
市
芝
三
田
二
丁
目
二
番
地

慶
應
義
塾
社
頭

福
沢
諭
吉

○
今
岡
義
一
郎
は
島
根
県
出
雲
国
神
門
郡
神
西
村

(
現
出
雲
市
神
西
町)

の
出
身
で
、
明
治
六

(

一
八
七
三)

年
三
月
の
生
ま
れ
。
二
十
七
年
五

月
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
て
い
る
。
○
本
文
封
筒
と
も
に
代
筆
。

二
六
○
一

堀
越
角
次
郎

年
月
日
未
詳

□

[

七
ヵ]

月
六
日

堀
越
七
百
円
之
預
り
書
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217



但
し
炭
礦
株
券
を
売
る
ニ
付

【
炭
礦
株
券
を
売
却
す
る
代
金
と
し
て
七
百
円
を
預
か
る
】

[

封
筒
表]

大
伝
馬
町

堀
越
様

三
田

福
沢

[

封
筒
裏]�

○
堀
越
角
次
郎
は
二
代
目
。
堀
越
文
右
衛
門
の
次
男
。
天
保
十(

一
八
三
九)

年
上
州
多
故
郡
吉
井
村(

現
群
馬
県
多
野
郡
吉
井
町)

に
生
ま
れ
、

嘉
永
四

(
一
八
五
一)

年
か
ら
家
業
の
マ
ル
文
大
伝
馬
町
店
で
働
く
。
明
治
十
二

(

一
八
七
九)

年
二
代
目
角
次
郎
を
継
承
。
二
十
八
年
歿
。

『

書
簡
集』

第
六
巻
ひ
と
16
参
照
。
○
升
目
の
あ
る
紙

(

帳
簿
の
一
片
か)

の
裏
側
を
利
用
し
て
作
製
し
た
封
筒
に
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
右

に
掲
げ
た
表
書
の
あ
る
封
筒
に
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、『

書
簡
集』

で
は
こ
の
封
筒
に
は
別
の
書
簡

(

書
簡
番
号
二
四
五
六

年
未
詳
五
月
十
九
日
付)

が
入
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

五
四
五

菅

治
兵
衛

明
治
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

益
御
清
安
奉
拝
賀
候
。
伊
東
茂
右
衛
門
事
五
、
六
日
前
北
海
道�
一
寸
帰
京
、
令
弟
御
事
益
々
御
盛
、
当
時
ハ
学
校
ニ
従
事
な
れ

共
、
来
春
ニ
も
相
成
候
得�
又
所
企
も
有
之
と
の
事
ニ
御
座
候
。

又
爰
ニ
一
事
、
此
人
ハ
山
口
仙
之
助
ト
申
旧
本
塾
生
、
現
今
ハ
箱
根
宮
ノ
下
住
居
、
随
分
資
本
ニ
も
乏
し
か
ら
ず
、
此
度
千
葉
県

下
地
面
買
入
ニ
付
、
其
探
索
之
為
メ
態
ト
出
張
い
た
し
、
既
ニ
県
庁
知
人
之
方
へ
添
書
も
さ
し
越
置
候
得
共
、
地
面
之
事
ハ
其
土

218

以
下
の
書
簡
は
、『

書
簡
集』

掲
載
時
に
は
原
本
と
の
校
訂
が
で
き
ず
、
や
む
な
く『

福
沢
諭
吉
全
集』

(

岩
波
書
店
、

昭
和
四
十
四
〜
四
十
六
年)
か
ら
採
録
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
本
が
判
明
し
校
訂
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
注

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

『

書
簡
集』
の
各
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。



地
之
人
な
ら
で
ハ
探
索
不
行
届
之
義
も
可
有
之
ハ
必
定
、
就�
ハ
其
御
地
ヘ
罷
出
、
様�
御
相
談
相
願
候
義
も
可
有
之
、
何
卒
其

節
ハ
宜
布
様
御
周
旋
御
注
意
奉
願
候
。
い
才
ハ
本
人�
可
申
上
候
得
共
、
為
念
添
書
一
筆
如
此
御
座
候
。
早
々
頓
首
。

十
一
月
廿
五
日

福

沢

諭

吉

菅
治
兵
衛
様

几
下

【『

書
簡
集』
第
三
巻
六
二
―
六
三
頁
】

五
五
三

菅

治
兵
衛

明
治
十
三
年
十
二
月
十
五
日

益
御
清
安
奉
拝
賀
、
過
日�
貴
翰
被
下
、
未
タ
御
返
事
も
不
差
出
内
、
昨
日
山
口
仙
之
助
帰
京
、
同
人
出
張
之
一
条
ニ
付��
、

不
容
易
御
配
慮
を
蒙
り
、
誠
ニ
来
書
之
通
り
何
共
名
状
も
難
成
難
物
ニ
有
之
よ
し
、
驚
入
候
次
第
、
仙
之
助
も
且
驚
且
喜
、
以
御

蔭
虎
口
を
免
れ
た
り
と
て
喜
悦
之
余
り
歎
息
い
た
し
居
候
。
同
人�
万
々
御
礼
可
申
上
ハ
勿
論
ニ
候
得
共
、
老
生
も
為
ニ
添
書
を

認
メ
此
仕
合
ニ
至
り
し
ハ
誠
ニ
難
有
奉
存
候
。
何
れ
其
中
拝
面
万
可
申
上
候
得
共
、
不
取
敢
一
応
之
御
礼
ま
て
。
早
々
如
斯
御
座

候
。
頓
首
。

十
二
月
十
五
日

福

沢

諭

吉

菅
治
兵
衛
様

尚
以
時
候
折
角
御
自
重
専
一
奉
存
候
。
其
中
御
出
京
に
も
相
成
候
ハ
ヽ
些
御
立
寄
奉
待
候
。
以
上
。

本
文
之
始
末
ハ
夫
レ
ト
な
く
交
詢
雑
誌
ニ
も
記
載
可
致
様
申
者
も
有
之
、
一
場
之
大
評
判
ニ
相
成
候
。

【『

書
簡
集』

第
三
巻
七
一
―
七
二
頁
】
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一
六
四
七

堀
越
角
次
郎

明
治
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

昨
日�
拝
趨
御
用
繁
之
処
御
妨
仕
、
恐
縮
ニ
不
堪
候
。
種
々
御
面
倒
之
義
御
処
置
被
成
下
、
誠
ニ
難
有
、
尚
此
上
共
宜
敷
奉
願
候
。

其
節
願
置
候
壱
万
弐
千
余
之
金
子
之
内
七
千
円
ハ
、
当
月
末
ニ
或
ハ
入
用
之
義
出
来
可
申
哉
ニ
付
、
銀
行
よ
り
御
請
取
相
成
候

ハ
ヽ
、
七
千
之
数
丈
け
御
店
之
金
庫
ニ
御
仕
舞
置
被
下
、
残
之
分
を
帳
面
へ
御
記
入
奉
願
候
。
何
れ
月
末
ニ�
参
上
、
其
節
万
々

御
話
可
仕
候
。
右
御
礼
ニ
兼�
願
用
ま
で
。
匆
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

九
月
廿
六
日

諭

吉

堀

越

様

追�
本
文
之
七
千
円
之
金
入
用
と
申�
も
、
今
明
日
之
事
ニ
あ
ら
ず
。
入
用
ハ
い
よ�
月
末
ニ�
相
分
可
申
義
ニ
御
座
候
。
此

段
も
御
含
ま
で
申
上
置
候
。

【『

書
簡
集』

第
七
巻
一
一
一
頁
】

[

封
筒
表]

東
京
日
本
橋
区
大
伝
馬
町
三
丁
目

堀
越
角
次
郎
様

要
用

[

封
筒
裏]

封

福
沢
諭
吉

○

『

福
沢
諭
吉
全
集』
『

書
簡
集』

で
は
、
封
筒
に
関
す
る
記
述
が
な
い
が
、
右
記
の
表
書
お
よ
び
裏
書
の
あ
る
封
筒
に
入
っ
て
お
り
、
封
筒
表

に
あ
る
発
信
印
は
、｢

□

[

芝]

東
京
三
田

廿
四
日
九
月

二
十
六
日

不
便｣

と
読
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で

｢

二
十
四
年
カ｣

と
さ
れ
て

い
た
が
、
間
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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一
六
五
九

堀
越
角
次
郎

明
治
二
十
四
年
十
一
月
五
日

今
朝
ハ
早��
拝
趨
、
御
用
多
之
御
中
誠
ニ
恐
入
候
。
扨
願
置
候
品�
、
宅
之
娘
共
ハ
朝�
待
構
居
候
次
第
、
甚
タ
我
儘
千
万
ニ

�
申
上
兼
候
得
共
、
三
反
ニ�
も
五
反
ニ�
も
、
出
来
候
丈
け
い
た
ゝ
き
候
義
ハ
相
叶
間
敷
哉
と
、
唯
今
宅�
交
詢
社
へ
申
参
候

ニ
付
、
其
ま
ゝ
使
之
者
差
上
候
。
可
否
共
此
者
へ
被
仰
聞
被
下
候
様
奉
願
候
。
右
御
面
倒
を
憚
ら
ず
申
上
候
次
第
、
娘
共
之
痴
情

と
被
思
召
あ
し
か
ら
す
御
承
引
奉
願
候
。
匆
々
頓
首
。

十
一
月
五
日

諭

吉

堀

越

様

【『

書
簡
集』

第
七
巻
一
二
四
―
一
二
五
頁
】

[

封
筒
表]

堀
越
様

交
詢
社�
福
沢

当
用

[

封
筒
裏]

封

一
六
六
一

堀
越
角
次
郎

明
治
二
十
四
年
十
一
月
九
日

過
日
来
ハ
色
々
御
面
倒
之
義
相
願
、
御
蔭
を
以
て
仕
立
も
大
抵
出
来
候
ニ
付
、
荷
作
り
ニ
取
掛
候
ニ
付��
又
々
左
之
品�
、
御

手
数
恐
入
候
得
共
御
調
へ
奉
願
候

一

さ
ら
し
木
綿

百
反

是
ハ
急
場
ニ
下
帯
ニ
し
た
り
三
尺
帯
ニ
し
た
り
、
又
ハ
手
拭
ニ
し
た
り
、
色
々
ニ
用
ひ
候
積
ニ
付
、
品
柄
ハ
御
見
斗
奉
願
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候
。

一

二
子
木
綿

五
十
反

是
ハ
過
日
相
願
候
通
り
之
品
ニ�
、
し
ま
柄
ハ
大
小
不
揃
ニ�
不
苦
、
震
災
地
ニ
贈
る
為
め
ニ�
あ
ら
ず
、
冬
向
ニ
な
り

宅
ニ�
様�
ニ
用
度
、
乍
序
奉
願
候
。

一

染
金
巾

五
十
反

是
も
過
日
相
願
候
品
と
同
様
之
処
奉
願
候
。

一

つ
ゞ
ら

二
ツ

是
ハ
昨
日
相
願
候
四
ツ
ニ�
絆
天
百
枚
お
さ
ま
り
不
申
候
ニ
付
、
何
卒
奉
願
候
。

右
之
通
御
面
倒
相
願
ひ
候
処
ニ�
、
さ
ら
し
木
綿
ハ
五
十
反
ツ
ヽ
包
み
分
け
度
、
是
れ
ハ
如
何
致
し�
可
然
哉
。
五
十
反
を
一
つ
ゞ

ら
に
致��
、
つ
ゞ
ら
の
方
が
大
ニ
過
き
可
申
、
さ
れ
バ
紙
か
何
か
ニ�
包
み
て
荷
作
ニ
可
相
成
哉
、
御
差
図
奉
願
候
。

品
々
相
調
候
ハ
ヽ
此
使
之
者
へ
御
渡
奉
願
候
。
尚
そ
の
代
金
之
御
書
付
も
い
た
ゞ
き
度
、
金
子
差
上
度
奉
存
候
。
右
数
々
之
御
面

倒
奉
願
度
、
匆
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

十
一
月
九
日

諭

吉

堀

越

様

【『

書
簡
集』

第
七
巻
一
二
六
―
一
二
八
頁
】

[

封
筒
表]

大
伝
馬
町

堀
越
角
次
郎
様

福
沢
諭
吉

要
書
入

[

封
筒
裏]

封
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二
○
七
一

服
部

鐘

明
治
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

私
方
末
女
お
み
つ
事
当
年
十
八
歳
相
成
、
先
達
よ
り
縁
談
を
催
し
、
潮
田
伝
五
郎
と
申
方
ニ
結
婚
為
致
候
。
同
人
ハ
モ
ト
信
州
飯

田
藩
士
、
唯
今
ハ
電
気
学
者
ニ�
、
人
□

[

物
ヵ]

も
至
極
宜
敷
候
。
婚
礼
ハ
当
月
廿
五
日
私
宅
ニ�
執
行
致
候
。
母
親
並
ニ
妹
弟
も
有
之

候
得
共
、
お
み
つ
夫
婦
ハ
別
居
之
約
束
ゆ
ゑ
、
姑
小
姑
と
同
居
ハ
不
致
筈
ニ
御
座
候
。
唯
今
さ
し
向
家
も
無
之
、
先
ツ
私
屋
敷
中

之
家
ニ
住
居
致
し
居
候
。

右
ハ
暑
中
御
見
舞
旁
申
上
度
、
匆
々
如
此
御
座
候
。
拝
具
。

二
十
九
年
七
月
廿
八
日

諭

吉

服
部
御
姉
様

人
々
御
中

【『

書
簡
集』

第
八
巻
二
〇
七
―
二
〇
八
頁
】

二
一
三
四

福
島
作
次
郎

明
治
三
十
年
二
月
十
日

一
月
十
一
日
之
華
翰
金
沢
氏�
請
取
拝
誦
、
其
の
後
久�
御
起
居
を
詳
ニ
せ
ざ
り
し
処
、
先
以
御
清
安
珍
重
不
斜
奉
存
候
。
地
方

之
事
ニ
付
種�
御
勉
強
之
よ
し
、
来
書
を
見
て
も
欣
喜
ニ
不
堪
、
御
家
族
団
欒
、
独
立
之
生
計
、
実
ニ
人
間
之
至
楽
と
存
候
。
御

手
製
之
木
綿
之
糸
御
恵
与
ニ
預
り
難
有
奉
存
候
。
必
す
老
生
之
身
の
物
ニ
可
致
、
芳
情
不
知
所
謝
厚
く
御
礼
申
上
候
。

埼
玉
県
ハ
近
し
。
折
節
ハ
御
出
京
相
成
度
。
都
下
之
風
光
も
日�
に
進
歩
、
随
分
面
白
き
事
ニ
候
。
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右
ハ
延
引
な
か
ら
御
返
詞
ニ
兼�
御
礼
ま
で
。
匆
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

三
十
年
二
月
十
日

諭

吉

福
島
作
次
郎
様

梧
下

尚
以
時
下
折
角
御
自
重
専
一
奉
存
候
。
老
妻�
も
宜
敷
申
上
候
様
申
聞
候
。
御
出
京
之
節
ハ
御
立
寄
奉
待
候
。
以
上
。

【『

書
簡
集』
第
八
巻
二
七
七
―
二
七
八
頁
】

[

封
筒
表]

埼
玉
県
北
足

(

立)

郡
田
間
宮
村
大
字
大
間
四
十
三
番
地

福
島
作
次
郎
様

平
安

[

封
筒
裏]

封

東
京
芝
区
三
田

福
沢
諭
吉

二
四
五
六

堀
越
角
次
郎

年
未
詳
五
月
十
九
日

毎
度
御
面
倒
之
義
申
上
、
早
速
品
物
為
御
見
難
有
奉
存
候
。
右
之
内

こ
ん
か
す
り

九
反

ね
る
ち
ゞ
み
上

八
反

同

下

十
五
反

右
丈
け
お
貰
ひ
申
し
て
、
余
ハ
返
上
仕
候
。
御
勘
定
相
分
候
ハ
ヽ
御
報
知
相
願
度
奉
存
候
。
右
御
礼
旁
要
用
の
み
申
上
度
、
匆
々

如
此
御
座
候
。
頓
首
。

五
月
十
九
日

福

沢

堀

越

様
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【『

書
簡
集』

第
九
巻
二
〇
二
頁
】

[

封
筒
表]

大
伝
馬
町

堀
越
角
次
郎
様

福
沢
諭
吉

ど
な
た
様
ニ�
も
御
開
封
可
被
下
候

[

封
筒
裏]

封

○
『

福
沢
諭
吉
全
集』

『

書
簡
集』

で
は
、
前
掲
二
六
〇
一

の
封
筒
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
右
記
の
表
書
裏
書
の
あ
る
封
筒

に
入
っ
て
い
る
。

(

西
沢
直
子)
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